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１  課題設定の理由 

私たちは野球が好きで野球のシーズン中は何気なく野球を見ている。打順に目を向けてみれ

ば、4 番打者には、パワーヒッターがよく起用される。4 番以外にパワーヒッターを起用すれば、

得点の変化がみられるのか、また何番打者にパワーヒッターを起用すれば、最も多く得点を上

げられるのか、また多く得点を上げることができる理由に興味を持ち、統計学を利用して数学

的に考察してみたいと思った。また、考察することで、数学の面白さや奥深さに気づき、より

意欲的かつ主体的に数学の学習に取り組めるのではないかと考え、この課題に設定した。 

 

２  仮説 

私たちは最強打者を 3 番にすると一番得点が入ると考えた。その理由は、一回に確実に打席

が回り、メジャーリーグでも 3 番に最強打者を置くことが多いからである。 

 

３  実験・研究の方法 

コンピュータのプログラムを使ってモンテカルロ法を使い、野球のシミュレーションを行う。 

(1) 実験 1 

普通打者 8 人に阿部慎之助 1 人を加えたチームを作る。年度別成績 2012 セントラル・リー

グ http://bis.npb.or.jp/yearly/centralleague_2012.html を参考にデータを整理した。普通打者は

2012年の読売ジャイアンツのチームの成績、最強打者は 2012年の阿部慎之助の成績とした。 

普通打者と阿部慎之助の平均打率を図 1 の円グラフを参考に表 1 のようにその平均打率に

見合った 1~999 の数字を振り分ける。その振り分けた数字をコンピュータの乱数のプログラ

ムで適当に数字を選び、その数字をもとに野球のシミュレーションを行っていく。 

最強打者の打順を変えながら、1 シーズン(144 試合)の総得点の変化を調べ、打順と総得 

点の関係を調べる。 

＜実験条件 1＞ 

① 盗塁・犠打はないものとする。 

② 全体の 10％を四死球とし、アウトの中から数字を 100 とるものとする。 

 

表 1：普通打者と阿部慎之助の平均打率に基づく相対打率 

 本塁打 三塁打 二塁打 一塁打 アウト 四死球 

阿部慎之助 0~57 58~59 60~106 107~339 340~899 900~999 

普通打者 0~19 20~23 24~67 68~256 257~899 900~999 
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図 1：普通打者（左）と阿部慎之助（右）の平均打率（%） 

 

(2) 実験 2 

実験 1 と同様にシミュレーションを行う。実験条件は以下の＜実験条件 2＞ように設定し 

た。 

＜実験条件 2＞ 

① 1 番～5 番を上位打線とし、6 番～9 番を下位打線とする。 

② 上位打線＝普通打者の平均打率×1.1 

③ 下位打線＝普通打者の平均打率×0.9 と計算して考える。 

④ 図 2 を参考に数値を 1~999 の数字に振り分ける。 

⑤ 実験 1 と同様に盗塁・犠打はないものとする。 

           

表 2：上位打線・下位打線と阿部慎之助の平均打率に基づく相対打率 

  本塁打  三塁打  二塁打  一塁打  アウト  四死球 

阿部慎之助 0~57 58~59 60~106 107~339 340~899 900~999 

上位打線 0~21 22~25 26~73 74~281 282~899 900~999 

下位打線 0~17 18~20 21~59 60~229 230~899 900~999 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２：上位打線（左）と下位打線（右）の平均打率（％） 
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(3) データ処理 

実験 1 の場合は最強打者を 4 番とした場合、今回の最強打者の阿部慎之助のところを 4 番

がまわるたびに読み取る。それ以外の打順は読売ジャイアンツ（普通打者）のところを読み

取る。実験 2 の場合は、下の表に上位打線、下位打線を加え、1～3、5 の場合は上位打線、6

～9 の場合は下位打線、4 の場合は阿部慎之助のところを読み取る。 

  

図３：実験１（左）と実験２（右）のデータ処理の様子 

 

４  結果と考察 

(1) 実験 1（図４） 

ア 最強打者を 1 番に置いたとき得点が最大となる。 

→1番は打席数が最も多いことが原因と考えられる。 

イ 3 番よりも 4 番が高い。 

→4 番はチャンスで打席が回ってきやすいことが原因と考えられる。 

ウ 最強打者を 9 番に置いたとき得点が最小となる。 

→9番は打席数が最も少ないことが原因と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４：実験１の結果 

（横軸：最強打者の打順） 

（縦軸：得点（144 試合）） 
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(2) 実験 2（図５） 

ア 最強打者を 6 番に置いたとき得点が最大となる。 

→3番 4 番 5 番が上位打線より、打率のよい人が並ぶことが原因であると考えられる。 

  イ 最強打者を 7 番に置いたとき得点が最小となる。 

→6番が下位打線より、ランナーが残っていない可能性が高いことが原因と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５  まとめと今後の課題 

実験 1 の場合、1 番に最強打者を起用することで、最も多く得点を上げることができた。逆

に、9 番に最強打者を起用することで、最も得点が少なくなった。また、実験 2 の場合、6 番に

最強打者を起用することで、最も多く得点を上げることができた。逆に、7 番に最強打者を起

用することで、最も得点が少なくなった。 

今後は、最強打者を増やした場合、犠打や盗塁があるものとした場合などを考え、結果を出

し、考察していきたい。 
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図５：実験２の結果 

（横軸：最強打者の打順） 

（縦軸：得点（144 試合）） 


